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令和５年度
中嶋家(中嶋洋及び先祖のおもひ)

研究基盤環境支援事業
成果追跡調査（令和６年度フォローアップ）

＜小型実験動物用3DマイクロＸ線CT＞



現在の状況及び修理・改修の成果

現在の設備・機器の状態 得られたデータの例

ラット大腿骨の3D密度分布
データの説明
改修によって画像結合機能の範囲が拡張されることで、改修前には実施できなかった高解像

度モードでの連続撮影が可能となり、マウスの高解像度全身撮影などが可能となった。更に、
再構成画像の最大画素数が拡張され、これまで解析できなかった微細構造の解析も可能になっ
た。このアップグレードにより、X線CT装置を用いた生体画像解析研究の質が向上しました。
本事業のご支援に心より感謝いたします。

主な成果リスト
• 高度化後の機器導入は2024年2月となり、そこからの利用開始であったため、当該機器による学術論
文等の業績はまだございませんが、これまで解析できなかった微細構造の解析が可能となり、生体画
像解析研究の質も向上したことにより、上記右図の通り、利用件数も増加しております。

改修前後の利用状況

115

120

125

130

135

改修前1年間 Ｒ６年度

利
用
件
数





•





•

•

•


	ADP938C.tmp
	令和５年度�中嶋家(中嶋洋及び先祖のおもひ)�研究基盤環境支援事業�成果追跡調査（令和６年度フォローアップ）
	現在の状況及び修理・改修の成果




